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最重点候補  ★ : JR連合国会議員懇談会所属議員
重点候補  　◆ : JR連合21世紀の鉄道を考える議員フォーラム
　　　　　　　 所属議員
当 : 小選挙区で当選　　比 : 比例で当選
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梅谷　　守

山　登志浩

近藤　和也

波多野　翼

辻　　英之

泉　　健太

北神　圭朗

山井　和則

平岩　征樹

尾　かな子

森山　浩行

馬淵　澄夫

向山　好一

櫻井　　周

岡田　　悟

津村　啓介

柚木　道義

亀井亜紀子

福田　　玄

東　　克哉

佐藤　公治

稲富　修二

許斐亮太郎

堤　かなめ

城井　　崇

（ウメタニ マモル）

（ヤマ トシヒロ）

（コンドウ カズヤ）

（ハタノ ツバサ）

（ツジ ヒデユキ）

（イズミ ケンタ）

（キタガミ ケイロウ）

（ヤマノイ カズノリ）

（ヒライワ マサキ）

（オツジ カナコ）

（モリヤマ ヒロユキ）

（マブチ スミオ）

（ムコヤマ コウイチ）

（サクライ シュウ）

（オカダ サトル）

（ツムラ ケイスケ）

（ユノキ ミチヨシ）

（カメイ アキコ）

（フクダ ゲン）

（アヅマ カツヤ）

（サトウ コウジ）

（イナトミ シュウジ）

（コノミ リョウタロウ）

（ツツミ カナメ）

（キイ タカシ）
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新潟5区

富山1区

石川3区

福井1区
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京都3区

京都4区
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大阪8区
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大阪16区
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兵庫3区

兵庫6区

兵庫7区

岡山2区

岡山4区

鳥取1区

広島2区

広島3区

広島5区

福岡2区

福岡4区

福岡5区

福岡10区

JR西労組推薦候補当選者

川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ 声を聞き　改善するのが　西労組 ］　石原 正明さん （神戸地本）

組織再編に伴う分会統合に向け準備を進めています

当選を果たした泉健太氏を囲んで

今年度の提言項目についてディスカッションを行った

　

　

私
た
ち
、福
岡
地
方
本
部
福

岡
支
部
小
倉
駅
分
会
は
、小
倉

駅
で
業
務
に
携
わ
る
47
名
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

　

先
の
異
動
に
伴
い
、野
村
執

行
委
員
長
、百
田
副
執
行
委
員

長
、奥
下
書
記
長
の
三
役
全
員

が
転
出
し
ま
し
た
が
、羽
戸
特

別
執
行
委
員（
福
岡
支
部
執
行

委
員
）と
久
保
田
特
別
委
員

（
福
岡
地
本
前
執
行
委
員
）の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、分
会
執
行
部
一
丸
と
な
っ
て

日
々
活
動
し
て
お
り
、９
月
に

は
、新
入
組
合
員
の
歓
迎
会
な

ど
を
開
催
し
、組
合
員
相
互
の

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
６
月
に
会
社
組

織
の
再
編
に
よ
り
、小
倉
駅
と

博
多
駅
が
統
合
さ
れ
博
多
管

理
駅
と
な
り
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の

組
織
に
つい
て
も
、博
多
駅
分
会

と
統
合
し
、「
博
多
管
理
駅
分

会
」の
結
成
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
37

回
中
央
本
部
定
期
大
会
は
、福

岡
で
の
開
催
が
決
定
し
て
お
り
、
そ
の
際
は
、福
岡・博
多
だ
け
で

な
く
、是
非
北
九
州
・
小
倉
の
地

に
も
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、だ
る

ま
堂
の
焼
う
ど

ん
、寛
太
郎
の
戸

畑
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、シ

ロ
ヤ
の
サ
ニ
ー
パ
ン

な
ど
、小
倉
の
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
も
楽

し
ん
で
く
だ
さ

い
。　
　

福
岡
地
本
の
一

員
と
し
て
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。      

　
〈
福
岡
地
本
発
〉

　

第
50
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙

は
、10
月
27
日

（
日
）に
投
開
票

が
行
わ
れ
、Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員

懇
談
会
副
会
長

で
あ
る
、泉
健
太

候
補（
京
都
３

区
）は
、京
都
地

本
の
仲
間
を
は

じ
め
、大
阪
地

本
、本
社
総
支

部
の
組
合
員
の

懸
命
な
支
援
に

よ
り
、小
選
挙
区
で
見
事
当
選

を
果
た
し
た
。

　

ま
た
、「
Ｊ
Ｒ
連
合
21
世
紀
の

鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」所
属
議
員
で
は
、梅
谷
守（
新

潟
５
区
）、近
藤
和
也（
石
川
３

区
）、北
神
圭
朗（
京
都
４
区
）、山

井
和
則（
京
都
６
区
）、馬
淵
澄
夫

（
奈
良
１
区
）、柚
木
道
義（
岡
山

４
区
）、稲
富
修
二（
福
岡
２
区
）、

城
井
崇（
福
岡
10
区
）の
各
候
補

が
、小
選
挙
区
で
の
当
選
を
果
た

し
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
推
薦
候
補
50

名
中
25
名
の
当
選
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西

労
組
は
、引

き
続
き
、政

治
活
動
の
必

要
性
の
理
解

と
関
心
を

深
め
る
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、労
使

関
係
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
は
、今
選
挙
で
当
選
し
た

仲
間
の
議
員
と
連
携
を
図
り
、

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
と

す
る
。

　

そ
し
て
、若
年
層
を
は
じ
め
と

す
る
組
合
員
の
投
票
の
実
態
や

候
補
者
の
浸
透
度
合
い
な
ど
、今

回
の
選
挙
活
動
を
検
証
し
、日

頃
か
ら
政
治
へ
の
理
解
と
参
加

を
広
げ
て
、着
実
に
運
動
を
進
め

る
と
と
も
に
、来
夏
に
行
わ
れ
る

参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
、

推
薦
候
補
の
当
選
に
向
け
て
取

り
組
む
。

　

改
め
て
、精
力
的
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
各
級
機
関
の
役
員
、組

合
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
に

お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

中
央
本
部
は
、10
月
３
日

（
木
）、西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議

室
に
お
い
て
、第
１
回
ワ
ー
キ
ン

グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
委
員
会
を
開

催
し
、各
地
本・総
支
部
、部
会

か
ら
約
40
名
が
出
席
し
た
。

　

座
長
に
羽
野
書
記
長
を
選
出

し
、冒
頭
、上
村
中
央
執
行
委
員

長
は
、労
働
協
約
改
訂
、プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
採
用
の
新
し
い

キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
、女
性
活
躍

に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。新
し

い
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、「
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ッ

プ
研
修
が
制
度
疲
労

を
起
こ
し
て
い
る
こ

と
を
会
社
に
強
く
訴

え
て
続
け
て
き
た
こ

と
で
、会
社
を
動
か

し
、制
度
を
大
き
く

変
る
こ
と
が
出
来
た
」

と
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、昨
年

度
策
定
し
た
Ｊ
Ｒ
西

労
組「
人
財
の
確
保

お
よ
び
定
着
と
成
長

に
向
け
た
提
言
」で

は
、提
言
項
目
１
０

２
項
目
の
う
ち
29
項
目
の
実
現

ま
た
は
一
部
実
現
を
行
う
こ
と

が
出
来
た
こ
と
の
報
告
、プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
採
用
の
新
し
い

キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
に
関
す
る
、

こ
の
間
の
議
論
経
過
に
つい
て
説

明
を
行
っ
た
。今
年
度
の
取
り

組
み
に
向
け
て
は
、提
言
の
各

項
目
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
検

討
や
女
性
活
躍
に
向
け
た
取
り

組
み
で
あ
る「
第
１
回
男
女
平

等
参
画
推
進
委
員
会
」の
開
催

な
ど
に
つい
て
、提
起
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、参
加
者
で
、今
年
度

の
具
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
事

項
に
つ
い
て
、「
人
財
の
確
保
お

よ
び
定
着
と
成
長
に
向
け
た
提

言
」の
項
目
を
も
と
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

委
員
会
で
は
、今
年
度
も
、働
く

者
の
視
点
か
ら
、真
の
働
き
方

改
革
を
実
現
し
、組
合
員
が
夢

や
希
望
・
誇
り
を
将
来
に
わ
た

り
持
ち
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

む
。

　第50回衆議院議員総選挙が10月27日に施行され、
自民党が単独過半数を割り込み、公明党も議席を減ら
したため、与党で過半数を維持することが出来なかっ
た。一方、野党は公示前から大幅に議席を増やし、野
党の結集次第では、2009年以来の政権交代が実現す
る結果となった。
　石破総理は今回の衆議院解散・総選挙を、地方創
生が日本の社会のあり方を大きく変える「日本創生解
散」と訴えたが、選挙戦終盤には政治資金収支報告
書の不記載問題で非公認となった候補が代表を務め
る党支部に活動費を支給していたことが報道されたこ
とも大敗する要因となった。野党は、生活者、労働者視
点の政策などを訴えるとともに、自民党の「政治とカネ」
の問題を批判したことで、有権者の支持を集める結果
となった。今後、特別国会が召集され、首相指名選挙
が行われる。政権の枠組みを巡り与野党の攻防が始
まり、政局が流動化することが想定され、各党の動向
には注視していかなければならない。
　ＪＲ西労組は、政局に影響されることなく、連合、ＪＲ
連合の方針を踏まえたうえで、ＪＲ西労組の運動方針
等に賛同する政治家個人を支援するとの考えに立ち、
「ＪＲ連合国会議員懇談会」の泉健太候補（京都３区）
を最重点候補に位置付け、ＪＲ連合「21世紀の鉄道を
考える議員フォーラム」所属議員を中心として、選挙区
50名を推薦し、各地で精力的に応援してきた。この結
果、泉健太候補は小選挙区で見事当選を果たし、推
薦候補者25名が当選した。
　ＪＲ西労組は、これまでも政治と私たちの関わりの
重要性を組合員に訴え、労働組合の政治活動への理
解を深めてきた。特に、コロナ禍では、ＪＲ西日本グルー
プは会社発足以来最大の経営危機に直面し、企業の
労使関係では解決できない課題を、ＪＲ連合国会議
員懇談会の議員をはじめ、仲間の議員の協力により、雇
用調整助成金の延長などを政府や関係省庁へ直接
訴えかけ、実現してきた。
　今後も鉄道の防災・減災対策、税制支援措置、整
備新幹線の推進をはじめとする交通重点政策の実現
に向け、今選挙で当選した仲間の議員と連携を図り、
その課題解決に向けて取り組む。
　最後に、今回の選挙に対する組合員と家族の皆様
のご支援に感謝を申し上げ、ＪＲ西労組選挙対策本
部の見解とする。　

2024年10月28日
ＪＲ西労組選挙対策本部
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組
合
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
活
動
を
展
開

Ｊ
Ｒ
西
労
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推
薦
候
補
25
名
が
当
選
へ

 

提
言
を
振
返
り
、

　 

今
年
度
の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
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た
す
！

福岡地方本部
　　　  小倉駅分会

第50回
衆議院議員総選挙

第50回
衆議院議員総選挙

第
１
回
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

第50回
衆議院議員総選挙結果
に対する見解


